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「いよいよ入試本番です」 

 ６組担任 中野 博之 

 

いよいよ１１月入試本番です。指定校、公募制推薦が始まり、１月には共通テスト、一

般入試と続き、最終的には３月まで、５か月近く入試が行われます。推薦入試でうまくい

かなくても一般入試も前期、中期、後期など何度かチャンスはあります。あせらず最後ま

で諦めずに頑張っていきましょう。早く楽になりたいからと言って、滑り止めで受けたと

ころに合格したからもうここでいいやと決めてしまうのはもったいない。実際、今からの

頑張りで大いに力がつくものです。１１月の模試の結果が良くなくても、この入試に向け

た数ヶ月でこれまでやってきた結果が実を結んでいきます。入試の最後の最後まで、頑張

りましょう。 

もうだいぶ前の卒業生ですが、一般入試でわずか 1点足らなくて落ちた生徒がいました。

本当に残念で、本当に１点で落ちることがあるんだということを実感させられ、何とかな

らないのかと悔しい思いでした。当の本人の悔しさは相当のものだったと思います。しか

しその生徒は悔しい思いに打ちひしがれたり、がっかりした気持ちにどっぷりと浸かって

しまうのではなく、その悔しさを必死の努力に変えて最後のチャンスである３月の入試に

取り組んでいきました。そして１点で落ちたその大学に見事合格し、リベンジを果たした

のでした。結果を聞いたとき、本当に良かったと思うと同時に、その生徒の頑張りに感銘

を受けました。 

この時期に学年通信に書く内容はいつも決まっています。それはこの入試という大きな

壁を自分の力で乗り越えていく経験をして欲しいということです。試験に落ちるかもしれ

ないという重くのしかかる不安や、やってもやってもわからない、できない、学力が伸び

ないという絶望感から逃げ出したくなるような気持ち、押しつぶされそうになりながらも、

頑張らなくてはと絶えず自分と闘い努力していくヒリヒリした気持ちとを抱えながらやっ

ていくこと、それがとてもかけがえのないものだと思います。そして入試の結果はともあ

れ、この経験をすることによって、今までの自分とは違う、ひとつ成長した自分というも

のを獲得できるような気がします。というのも、こういう経験をした生徒の醸し出すもの

が明らかに以前のその生徒のものとは違っているように感じるからです。 

自分の進路を実現していくことは大変なことですが、入試という大きな壁から逃げるの

ではなく、自分を鍛え、成長させる場だととらえて、立ち向かって行って欲しいと思いま

す。 

 

自動車教習所入所・アルバイトの申請について 

 自動車教習所への入所について 

① 就職内定者で、事業所より学校長に文書による要請があった場合は、12 月 25 日以降

に入所が許可されます（免許取得は、2月 28日以降） 

② 進学進路内定者は 2 月 1 日以降に入所が許可されます（免許取得は、2 月 28 日以降） 

 アルバイトについて 

   就職・進学の進路内定者は、2学期終業式以降から規定にそう職種・時間帯であれば 

許可する。（※申し出は 12 月の期末考査後から受付可能）ただし、成績不振では不可。 

上記内容を確認し、特別な指導を受けることのないようにしましょう。 

 

11月・12月行事予定 

11 月 ２日 (水) 進研マーク模試   (3 日予備日)   

11 月 8 日 (火)～9 日（水）オープンハイスクール 

1２月 7 日 (水)～13 日（火）期末考査  

1２月 14 日 (水)～22 日（木）午前中特別時間割 

12 月 21 日（水）人権映画（西部市民会館） 

1２月 23 日 (金) 大掃除・終業式 

   

 授業も残り少なくなってきました。明石清水高校の生徒として、卒業後の進路に関係なく 

進路が決まった人も、しっかり学力をつけましょう。 


